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日本バイオセーフティ学会 
バイオセーフティ専門家制度委員会 講習会「案内」 

 
 本委員会では、バイオテクノロジー分野で病原微生物を取巻く「イノベーション：
Innovation」を巡る将来への対応に鑑み、今般種々の実績を有して居られる方を講師とし
て講習会を企画いたしました。 
 

      講習会名称 「バイオセーフティとイノベーション」 

 
 日本バイオセーフティ学会は設立の主旨にバイオセーフティへの理解を深める事を目的
に、実験室バイオセーフティガイドラインの作成や、バイオセーフティ専門家制度を設け 
現在運用を行っています。 
今般、本委員会としては、初めての事業として特に病原微生物を取巻く「イノベーショ

ン」に就き特に必要と思われる、14 講座を選定し、その分野における専門家各位に講師を
担って頂き実施いたします。 
 企画致しました背景として、2026 年度には第 7期科学技術・イノベーション計画の開始
と共に、我が国の成長戦略として 17分野を定め、その中に本会事業の 2 分野が加わると
共に国公立大学における技術職員を含めて機能強化を図り、安全保障の観点から研究セキ
ュリティと研究機関におけるリスクマネジメント体制などが実施されます。 
 この様な事態に沿うべく今回の講習会を開催いたします。 
 ご多忙とは存じ上げますがご参加頂きます様お願い申し上げます。 

記 
1. 開催期日 2026年 6 月 16 日～6月 18 日 
2. 開催場所 八洲電機 株式会社 会議室（2F） 
       東京都港区新橋 3丁目 1-1 
3. 事業主体 日本バイオセーフティ学会 バイオセーフティ専門家制度委員会 
       委員長 坂田 保司 

事務局 
  ＊住所：つくば市桜 1 丁目 16-2 
  ＊事務局名称  一般社団法人 予防衛生協会 

 ＊担当者 
      総務部 小野 孝浩   
      総務部 柴田 宏昭   

E-Mail  jbsa-gakkai@primate.or.jp 
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4. 講習会 カリキュラム 下記を参照願います。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

期日
講義時

第1日目 20
6月16日

60
60
100

第2日目 60
6月17日

90

80
60
50

60

60
10

第3日目 10
6月18日 50

60
60

70
50

50
50

50
＊スイート実験室

＊ワクチン製造

16:30 17:20 No-14 バイオ医薬品の製造施設概要 宮嶋 聡

14:30 15:20 No-12 実験室バイオセキュリティ 杉山 和良
15:30 16:20 No-13 バイオ医薬品の製造施設概要 北林 厚生

13:30 14:20 No-11 医療施設におけるバイオセーフティ 大山 有紀子
＊病院施設概要・設備概要・感染病棟

＊院内感染対策

12:20 13:30 昼食

10:10 11:10 No-9 BSシステムに係る制御システム 石原 正也
11:20 12:20 No-10 医療施設におけるバイオセーフティ 國島 広之

9:00 9:10 ガイダンス 坂田 保司

＊病原体等の輸送
9:10 10:00 No-8 ＊感染性廃棄物の処理 杉山 和良

17:20 17:30 終了挨拶 坂田 保司
16:20 17:20 総合討論 司会：篠原 克明

15:10 16:10 No-7 実験動物に係るCareと 吉田 一也
飼育装置・機材紹介

14:10 15:00 No-6 第7期科学技術 北林 厚生
・イノベーション基本計画概要

11:40 13:00 昼食

13:00 14:00 No-5 省エネルギーと熱源機器 井上 秀

10:10 11:40 No-4 バイオセーフティ施設設計と 木場 裕介
感染症法

9:00 10:00 No-3 近年の除染・除菌システムと 小暮 一俊
BSC保守メンテナンス

15:10 16:10 No-2 バイオリスクマネジメント 篠原 克明
16:20 18:00 名刺交換会 司会：井上 秀

＊八洲電機紹介

14:00 15:00 No-1 JBSA：実験室バイオセーフティガイドライン概要 杉山 和良

開始 終了
講義

13:30 13:50 ガイダンス 司会：小暮一俊

講座No 講座名称 講師
2026年6月　バイオセーフティ専門家制度委員会主催　講習会「バイオセーフティとイノベーション」カリキュラム
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5. 講習会参加費 下記を参照願います。 
 

 
6.ご参加申込締切日と参加費お支払い 
 会場手配の関係から中間締め切りは 5/末、最終参加締切日は 6/8 までとします。 
 参加費のお支払い期日は、参加締切日までと致しますが、諸般のご都合により締切日 
以降のお支払いの場合、その旨事務局までご連絡願います。 

 
7.抄録の送付 
 Web での参加の場合、抄録を事前送付致します。 
 
 

講習会：運用

　　　なお、C講習会（6/18のみ）は参加人数にかかわらず開催致します。

運用 講座 参加区別 参加費

注記：所定の参加者（20名）に満たない場合：A・B講習会は中止とさせて頂きます。

　　　C講習会（6/18のみ）はリアルでの参加の場合、モニターによる受講となります。

A 3日間出席 リアル参加
講座No-１〜14 会員 30,000
＊6月16日・17日・18日 非会員 45,000

Web参加
会員 40,000

非会員 60,000
B 2日間 リアル参加

講座No-1〜７ 会員 20,000
＊6月16日・17日 非会員 30,000

Web参加
会員 30,000

非会員 45,000
C 1日間 リアル参加

＊16日若しくは17日 会員 15,000
＊18日のみ 非会員 20,000

上記の1日間のみ参加 Web参加
会員 20,000

非会員 30,000
＊注：日本バイオセーフティ学会入会は学会事務局（jbsa-gakkai@primate.or.jp）
まで申し込みください。年会費は正会員10,000 円 / 年、学生会員1,000 円 / 年です。
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8. 6月 18日の講習会 の受講について 
 6月 18 日の講義は、会場に出席頂きましても講義は、会場設置のモニターにての受講と
なります。悪しからずご了承願います。 
 講義でのご質問は当日配布の質疑書に記載頂き、後日回答させて頂きます。 
 回答の送付は、原則 PDF にてMail 送付致します。 
  
9.参加申込は、事務局まで Mail 送付願います。 
 参加申込書（所定の参加申込書）に記入頂き、Mail 送付願います。 
 E-Mail jbsa-gakkai@primate.or.jp 
 
10.参加費お支払い 
 送金は下記の講座あてに送金費用は振込者ご負担にて受講者名がわかるようにお振込み
願います。 
【銀行振込の場合は】 
銀行名：ゆうちょ銀行 
支店名：〇一九店（ゼロイチキュウテン） 
口座種目番号：当座 151869 
口座名義：日本バイオセーフティ学会（ニホンバイオセーフティガッカイ） 
 
【郵便振替の場合は】 
記号番号：振替：00130-9-151869 
口座名義：日本バイオセーフティ学会（ニホンバイオセーフティガッカイ） 

以上 
 

開催場所 八洲電機 株式会社 会議室（2F） 
受  付 1Fロビーに受付を設けますので受講者証を受け取りください 

mailto:jbsa-gakkai@primate.or.jp

